
ごみ処理の現状：２
今日から始めよう！　家庭の節電：6
「交通死亡事故多発緊急宣言」を行ないました：8
　　スポーツできる公園で元気に遊ぼう！：14
●消防だより「虹のマーチ」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。
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（毎月10日・25日発行）

御伊勢塚公園（関連記事は16ページ・編集後記）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

2012年、川越市は
市制施行90周年

を迎えます。
Ｚひと　まち
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平
成
二
十
二
年
度
、
市
内
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
の
量
は
、
四
年
連
続
し
て
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
だ

結
果
の
表
れ
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ご
み
の
処
理
に
か
か
る

費
用
は
、
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
伴
い
、

施
設
の
減
価
償
却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

　

ご
み
は
、
生
活
を
す
る
と
必
ず
出
る
も

の
。
こ
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要

な
費
用
や
、
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
の
取

り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

の
量
は
、
十
万
二
千
七
百
八
十
七
ｔ
で
し

た
。
平
成
二
十
一
年
度
の
排
出
量
と
比
較

す
る
と
千
四
百
九
ｔ
、
割
合
で
は
1
・

4
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
人
当
た
り
で
計
算
す
る
と
、
一
日
に

排
出
す
る
ご
み
の
量
は
、
平
均
し
て
約

八
百
二
十
二
・
七
ｇ
で
す
。
同
二
十
一
年

度
と
の
比
較
で
は
、
十
八
・
五
ｇ
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ハ
ガ
キ
六
枚
分
の

重
さ
に
相
当
し
ま
す
。
一
人
が
削
減
し
た

ご
み
の
量
は
、
年
間
で
六
･
八
㎏
に
な

り
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
が
減
少
し
て
き
て
い
る

の
は
、
こ
れ
ま
で
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ

て
い
た
も
の
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
リ
サ
イ

ク
ル
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
の
成
果
で
す
。
ま
た
、
長
引
く

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
縮
小

し
て
い
る
こ
と
も
、
ご
み
が
減
っ
て
い
る

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ご
み
処
理
の
現
状

ご
み
が
減
っ
て
い
ま
す
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体
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量

市
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1人当たり1日平均の排出量

ごみの排出量推移

Ｈ22年度
(速報値）

H21 年度H20 年度H19 年度H18 年度

（単位：ｇ）

926.1

102,787

104,196

107,291

109,117

112,543

892.7

873.8

841.2

822.7

　平成22年度のごみの年間排出量は、同18年度と比
較して9,756ｔ、割合にすると8.7％減少しました。
1人当たり、年間37.7㎏削減したことになります。
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ごみを減らそう！
●
毎
年
四
十
億
円
以
上

　

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
表
す
一
般

廃
棄
物
会
計
基
準
に
よ
る
と
、
平
成
22
年

度
、
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
費
用
は
約

四
十
九
億
六
千
八
百
万
円
で
す
。こ
れ
は
、

約
一
千
億
円
あ
る
市
の
予
算
額
の
5
％
に

相
当
し
ま
す
。
こ
の
金
額
に
は
、
資
源
化

セ
ン
タ
ー
の
減
価
償
却
費
な
ど
の
物
件
費

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
物
件
費

の
計
上
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
同
21
年
度

で
も
、
約
四
十
億
円
近
く
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点

施
設
で
あ
る
資
源
化
セ
ン
タ
ー
や
東
清
掃

セ
ン
タ
ー
を
、
よ
り
長
く
使
う
た
め
の
維

持
管
理
費
用
、
閉
鎖
し
た
西
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
解
体
費
用
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
最

終
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能
な
容
量
に
は

限
界
が
あ
り
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用

は
、
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

●
環
境
に
配
慮
し
た
ご
み
処
理

　

ご
み
処
理
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
資
源
化
セ
ン

タ
ー
の
熱
回
収
施
設
で
は
、
法
令
上
の
排

ガ
ス
排
出
基
準
よ
り
も
厳
し
い
市
独
自
の

基
準
値
を
設
け
、
定
期
的
に
測
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
に
よ
り
、
昨

年
度
は
約
十
八
万
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を

発
電
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
年

間
約
七
十
ｔ
削
減
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
生
し
た

焼
却
灰
な
ど
を
す
べ
て
セ
メ
ン
ト
原
料
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
車
に

は
、
低
公
害
の
天
然
ガ
ス
車
を
導
入
す
る

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
ご
み
処
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

◎　
　
　

◎　
　
　

◎

　

今
後
は
、
ご
み
処
理
費
用
を
で
き
る
だ

け
抑
え
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
環
境
へ

の
負
担
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
に
は
、
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
よ
り
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
両
立
さ
せ

る
た
め
の
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、「
な

る
べ
く
燃
や
さ
な
い
」「
な
る
べ
く
埋
め

な
い
」
こ
と
。

　

一
人
ひ
と
り
が
分
別
を
徹
底
し
て
、
資

源
物
を
有
効
に
利
用
し
、
家
庭
や
事
業
所

か
ら
の
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

が
、
環
境
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

中�間処理部門…資源化センター・東清掃センターの人件費、業務

委託費、物品購入費、施設の維持補修費など

収�集運搬部門…ごみ収集のための人件費、ごみ収集委託費、収集

車両の購入費、物品購入費など

資�源化部門…リサイクル施設・草木類資源化施設などの人件費、

業務委託費、物品購入費、維持補修費など

管�理部門…収集運搬や中間処理など、ごみ処理を円滑に行うため

の管理経費など

最�終処分部門…小畔の里クリーンセンターの人件費、業務委託費、

物品購入費、維持補修費など

	 3	 広報川越№1248・2011.6.10

ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
こ
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す

管理部門

資源化部門

ごみ処理経費（平成22年度速報値）

最終処分部門

中間処理部門

収集運搬部門
1,839

169

（単位：百万円）

429

86

2,445

49億6,800万円
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分
別
さ
れ
た
ご
み
は
、
収
集
コ
ー
ス
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
日
程
で
集
め
ら
れ
ま

す
。
行
き
先
は
下
図
の
と
お
り
。
収
集
さ

れ
た
ご
み
は
、
形
を
変
え
て
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
再
資
源
化
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も
資

源
化
し
き
れ
な
い
物
は
、
処
理
不
適
物
と

し
て
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
・
最
終
処
分
を
行
う
市
の
施

設
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
焼
却
・
破
砕
・

選
別
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
再
資
源
化
の

拠
点
と
な
る
の
が
資
源
化
セ
ン
タ
ー
と
東

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
す
。
処
理
不
適
物
は
、

小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
埋
め
立

て
処
分
し
て
い
ま
す
。
同
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
既
に
全
体
の
約
85
･
5
％
を
埋

め
立
て
済
み
で
す
。
ご
み
を
減
ら
し
、
ご

み
と
資
源
の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

最
終
処
分
場
で
あ
る
同
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
、
当
初
の
予
定
よ
り
も
長
く
使
う
事

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
を
少
し
で
も
長
く
使
う
た
め
に

は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

集
団
回
収
は
資
源
化
の
鍵

　

集
団
回
収
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
に
有
効
な
取
り
組
み
で
す
。
登
録
団
体

は
、
回
収
量
に
応
じ
て
報
償
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
資
源

循
環
推
進
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

資源化
処理業者

再生業者
東清掃センター
・焼却施設
・リサイクル施設

焼却・破砕・選別 焼却・破砕・選別

ご
み
の
行
き
先

資源化センター
・熱回収施設
・リサイクル施設
・草木類資源化施設

埋め立て

小畔の里
クリーンセンター

選
別
し
た
紙
類

鉄
類

非
鉄
金
属

廃
家
電
類

乾
電
池

蛍
光
管

ス
ラ
グ（
注
）

細
か
い
灰

鉄
・
ア
ル
ミ

び
ん

ガ
ラ
ス
く
ず

そ
の
他
プ
ラ

再
生
家
具

木
材
チ
ッ
プ

土
壌
改
良
材

処
理
不
適
物

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

焼
却
灰

破
砕
く
ず

再資源化による資源循環

有

害

ご

み

可

燃

ご

み

不

燃

ご

み

粗

大

ご

み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

び

ん
・

か

ん

集

団

回

収

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

布

類

紙

類

資源化センター
建設費…約193億円
年間経費…7億300万円
ト�ピックス…平成22
年4月稼動。今後、
使用する上で、機器
類の消耗部品の補修
や交換経費が必要。

＊年間経費は、平成22年度実績の概算額。

（注）スラグ…�ごみを高温で溶融してできるガラス状の物質。資源化センターのスラグは、砂状の固化物です。鉛
などが含まれますが、組成調査やさまざまな分析調査を行い、安全性を確認した上で土木資材など
に利用します。小畔の里クリーンセンターでは、一部のスラグを中間覆土材として利用しています。

小畔の里クリーンセンター
建設費…約12億円
年間経費…4,300万円
ト�ピックス…平成元年
4月稼動。22年経
過。埋め立て可能な
残容量は約26,000
ｔ。このままでは、
あと約７年で新たな
埋め立て地が必要。

東清掃センター
建設費…約53億円
年間経費…5億9,900万円
ト�ピックス…昭和61
年11月稼動。建設
後25年経過し、施
設の維持管理費が増
加。資源化センター
稼動により処理量は
減少傾向。



ごみを減らそう！
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ご
み
処
理
施
設
に
か
か
る
経
費
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
要
す
る
費
用
は
、
今
後
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ご
み
処
理
に

か
け
る
費
用
を
少
し
で
も
低
く
抑
え
な
が

ら
、
循
環
社
会
の
構
築
の
た
め
、
ご
み
を

減
量
化
す
る
ヒ
ン
ト
の
ひ
と
つ
は
、
ご
み

の
内
訳
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
円
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

排
出
さ
れ
た
ご
み
全
体
の
80
％
近
く
を
占

め
て
い
る
の
は
可
燃
ご
み
で
す
。
ご
み
の

排
出
量
を
さ
ら
に
減
ら
す
に
は
、
可
燃
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

こ
の
可
燃
ご
み
を
さ
ら
に
細
か
く
分
析

す
る
と
、
40
％
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み

は
年
間
で
約
三
万
四
千
ｔ
排
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
生
ご
み
の
80
％
に
当
た
る
、

二
万
七
千
ｔ
は
水
分
で
す
。
こ
の
水
分
を

減
ら
す
こ
と
が
、
ご
み
の
排
出
量
や
処
理

費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
水
切
り

に
よ
り
水
分
を
減
ら
す
と
、

・
炉
の
燃
焼
効
率
が
上
が
る

・
収
集
・
運
搬
の
回
数
が
減
り
、
効
率
が

上
が
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

市
が
ご
み
処
理
に
か
け
る
経
費
は
、
一

分
間
に
九
千
五
百
円
。
こ
れ
を
少
し
で
も

削
減
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、

あ
と
少
し
の
手
間
を
か
け
、
ご
み
を
出
さ

な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
心
が
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
紙
類
の
混
入
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
分
別
を
徹
底
し
て「
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
」に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
水

切
り
の
工
夫
。
い
く
つ
か
の
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

①
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
斜
め
に
セ
ッ
ト

　

斜
め
に
傾
け
る

こ
と
で
、
水
分
が

た
ま
る
の
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
軽
に
で
き

る
方
法
で
す
。

②
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
浅
く
す
る

　

ネ
ッ
ト
を
浅
く

し
て
、
水
に
つ
か

な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
こ
ま
め
に
水

切
り
す
る
と
さ
ら

に
効
果
的
。

③
手
で
絞
る

　

捨
て
る
前
に
手

で
水
分
を
し
っ
か

り
絞
る
。
最
も
確

実
で
シ
ン
プ
ル
な

方
法
で
す
。

④
天
日
で
乾
か
す

　

野
菜
く
ず
や
テ

ィ
ー
バ
ッ
グ
は
、

天
日
干
し
し
て
か

ら
ゴ
ミ
箱
へ
。
風

で
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
注
意
。

家庭用生ごみ処理機器購入費補助

　コンポスト容器・ＥＭ容器・電気式生ごみ処
理機を購入しようとする方に、先着順で購入費
の一部を補助します。定数になりしだい終了。
購入前に申請が必要です。受け付けは、来年2
月29日㈬までです。申し込みは、印鑑を持参
し同課（資源化センター2階）。

資源循環推進課L239－6267

　桑
くわ

原
ばら

内
ちか

子
こ

さん（73歳・山田）は、生ごみ処理機
器でたい肥作りをして今年で13年目になります。

たい肥は、主に家庭
菜園の野菜や花作り
で活用しています。
「手軽にできるのが
良いところ。野菜や
花も元気に育ってい
ます。今はナデシコ
がきれいな花を咲か
せています」とニッ

コリ。栽培した野菜は、色がきれいで甘くておい
しいと孫たちに好評だそうです。たい肥作りを始
めてから、生ごみを可燃ごみとして出さなくなっ
たそうです。東日本大震災の一時避難所として使
われた農業ふれあいセンターで清掃の仕事をする
桑原さんは、においが出るものを置かないように
との配慮から、生ごみ処理の経験を生かし、避難
していた方たちの生ごみ処理を引き受けました。
　ごみの減量化だけではなく、たい肥を作ること
ができる生ごみ処理機器を活用してみませんか。

水
切
り
技 

あ
れ
こ
れ

可燃ごみ

紙類 布類

不燃ごみ
・有害ごみ

びん・かん・
ペットボトル

その他プラスチック製
容器包装

粗大ごみ

ごみの内訳（平成22年度速報）

ご
み
の
減
量
に
ひ
と
工
夫

生ごみ処理機器
　活用してみませんか

桑原さんが使うのは、EM容
器というタイプの処理機器
桑原さんが使うのは、EM容
器というタイプの処理機器
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　玄関・洗面所などの電球を LED に取り替えると、1時

間当たり47Wh、1日3時間使用で141Wh節電。

　玄関・洗面所などの電球を LED に取り替えると、1時

間当たり47Wh、1日3時間使用で141Wh節電。

　冷蔵庫に物を詰め込み過ぎないことも節電に！

冷蔵庫内の設定温度「中」で、物をいっぱいに入

れた場合と半分の量を入れた場合の1日当たりの

消費電力の差は、119Wh。

　冷蔵庫に物を詰め込み過ぎないことも節電に！

冷蔵庫内の設定温度「中」で、物をいっぱいに入

れた場合と半分の量を入れた場合の1日当たりの

消費電力の差は、119Wh。

　ノート型パソコンの利用時間をいつ

もより1時間減らして25Wh節電。

　ノート型パソコンの利用時間をいつ

もより1時間減らして25Wh節電。

　ゲームの利用時間をいつもよ

り1時間減らして18Wh節電。

　ゲームの利用時間をいつもよ

り1時間減らして18Wh節電。

　電気ポットの保温中の消費電力は、

1時間当たり20Wh。日中の保温をや

めると、4時間で80Wh節電。

　電気ポットの保温中の消費電力は、

1時間当たり20Wh。日中の保温をや

めると、4時間で80Wh節電。

　エアコンの利用時間を1時間

減らすと168Whの節電 設

定温度を27℃から1℃上げて

28℃にすると、1時間当たり

30Wh、12時 間 で360 の

節電。

　エアコンの利用時間を1時間

減らすと168Whの節電。設

定温度を27℃から1℃上げて

28℃にすると、1時間当たり

30Wh、12時 間 で360Wh の

節電。

掃除機は、「じゅうたん（強）、床・畳（弱）」など、
用途によって設定を変更しよう。
エアコンのフィルターも月に2回くらい、こ
まめに掃除。ほこりがたまると、冷房効率が
下がって、消費電力が大きくなるんだって。

掃除機は、「じゅうたん（強）、床・畳（弱）」など、
用途によって設定を変更しよう。
エアコンのフィルターも月に2回くらい、こ
まめに掃除。ほこりがたまると、冷房効率が
下がって、消費電力が大きくなるんだって。

1日の中でも、午
後2時は消費電
力量が最大に！
この時間の電気
の使用をなるべ
く抑えるように
しましょう。

冷蔵庫の開け閉めは
できる限り短く少な
く！　内側にビニー
ルカーテンなどをつ
けると、冷気が逃げ
ないよ。

扇風機の消費電
力は、エアコン
の約1/4！　エ
アコンで冷やし
て、扇風機を活
用しよう。

IH 炊飯器（5.5合炊き）の保

温中の消費電力は、1時間

当たり15Wh。4時間以上

保温する場合は、別の容器

に移し、電子レンジで温め

直す方が節電になるよ。

IH 炊飯器（5.5合炊き）の保

温中の消費電力は、1時間

当たり15Wh。4時間以上

保温する場合は、別の容器

に移し、電子レンジで温め

直す方が節電になるよ。

簡易電力計
貸し出します

　リアルタイムで家電製品の

消費電力を計測できます。機

器 は、1週 間

無料で貸し出

します。詳し

くは、環境政

策課にお尋ね

ください。
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今日から始めよう！ 家庭の節電
今年の夏は、各家庭で15％▪約1,935Whの節電が目標！！

　電力の供給不足が心配される今年の夏。生活の中で無くてはならない電気は、家庭でちょっと
したことに気をつけると、市内全体として大きな節電につながります。
　1日に家庭で使用される電力は、平均12,900Wh。どのようなことに気をつければ目標が達
成できるか、ある家族の節電対策を例に考えてみましょう！
＊ワット数は目安です。

環境政策課L224ー5723

　テレビ（液晶32V 型）を

見る時間をいつもより1時

間減らして94Wh節電。

　テレビ（液晶32V 型）を

見る時間をいつもより1時

間減らして94Wh節電。

　 室 内 照 明（6～8畳 ）の 消

費 電 力 は、1時 間 当 た り

64Wh。自然光を活用して、

6時間で384Whの節電。

　 室 内 照 明（6～8畳 ）の 消

費 電 力 は、1時 間 当 た り

64Wh。自然光を活用して、

6時間で384Whの節電。

　お出かけ前のドライヤー

（1,200W）。利用時間を1回当

たり3分短くして60Wh、4人

で240Whの節電。

　お出かけ前のドライヤー

（1,200W）。利用時間を1回当

たり3分短くして60Wh、4人

で240Whの節電。

　早めの就寝。
使用していない家電製品は、
主電源のスイッチオフやプ
ラグをコンセントから抜く
ことを徹底！　これで待機
電力が309Wh節電。

　早めの就寝。
使用していない家電製品は、
主電源のスイッチオフやプ
ラグをコンセントから抜く
ことを徹底！　これで待機
電力が309Wh節電。

早めの起床！
早寝早起きは節電
にもつながるし、
健康にもいいね！

テレビ・パソコン・炊
飯器・オーディオ機器・
使っていないエアコン・
温水洗浄便座・etc

待機電力あれこれ
テレビ・パソコン・炊
飯器・オーディオ機器・
使っていないエアコン・
温水洗浄便座・etc

目標
達成 !!

ドライヤー ���240Wh

照明 ���384Wh

ＬＥＤ ���141Wh

冷蔵庫 ���119Wh

電気ポット �����80Wh

ゲーム �����18Wh

パソコン �����25Wh

エアコン
（利用時間）���168Wh

エアコン
（設定温度）���360Wh

テレビ �����94Wh

待機電力 ���309Wh

1日の合計�1,938Wh
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自分でできる交通事故防止策
止まる・見る・待つ・確かめる！
　道路を渡るときは、横断歩道を渡りましょう。信号機が無い横断歩道では、

しっかり止まり「右、左、もう一度右」と車が来ないか確認。自宅付近の通

り慣れた道も、油断せずに注意しましょう。

明るい服装と反射材の着用を！
　歩行者から車両が見えていても、車両からは歩行者が見えていないこと

があります。特に夕暮れ時や夜間は、状況によって見え方もさまざまです。

　車の前照灯の照射範囲は、下向きで約40ｍ、上向きで約100ｍ。しかし、

照射範囲内でも着ている服の色などによって、ドライバーからの見え方が

異なります。

　夕暮れ時や夜間は、明るい色の服装や反射材を

身に着けましょう。

交通事故発生状況

　市内の形態別人身事故発

生状況（平成23年1月～5月

15日）を見ると、一番多い

のが車で50.2%。次いで自

転車が26.2%。原因別では、

脇見が65.3% で最も多く、

次いで一時不停止が6.9%

となっています。

交通安全の基本は
交通ルールを守ること！
　走行中はしっかり進行方

向を確認して、脇見をしな

いようにしましょう。

　道路交通法規を守り、交

通事故防止を心がけましょ

う。

　市民の皆さん、私たちの街川越で、交通死亡事故
が多発しています。
　市内における交通死亡事故は、一昨年までの数年
間は減少の傾向で推移してまいりましたが、昨年か
ら増加に転じ、同年中は10人の方が、今年に入り
ましてからは、既に6人もの方が、悲惨な交通事故
によって、尊い命を落とされています。
　この6人という数は、県内においては、川口市、
草加市と並んで最も多いものとなっています。
　また、このうち4人の方は高齢者であり、いわば、
社会において守られるべき立場の方々が、交通事故
によって命を奪われていることは、極めて憂慮すべ
き事態であると考えます。
　川越市交通安全推進協議会では、交通事故による
犠牲者をなくすため、これまで、各関係機関や関係
団体、そして市民の皆さんとともに、交通事故の防
止に向けて様々な活動を行ってまいりましたが、現

在の状況は、昨年にも増して厳しいものとなってい
ます。
　そこで、多発する交通死亡事故に歯止めをかけ、
市民の尊い命を守るため、私は、本日ここに「交通
死亡事故多発緊急宣言」を行い、関係機関及び関係
団体による交通事故防止対策を、更に強力に実施い
たします。
　市民の皆さんも、私たちの街川越から、悲惨な交
通事故をなくし、「安全で安心して暮らせる小江戸
川越」を実現させるため、一人ひとりが交通事故防
止の主役であるという意識を強くお持ちいただき、
交通ルールの順守と正しい交通マナーの実践を、常
に心掛けるようお願いいたします。

　平成23年5月11日
川越市交通安全推進協議会会長

川越市長　川合　善明

交通死亡事故多発緊急宣言

「交通死亡事故多発緊急宣言」を行いました
　市内では、昨年を上回るペースで交通死亡事故が発生しています。この事実を重く受け止め、春の全
国交通安全運動期間初日の5月11日に、「交通死亡事故多発緊急宣言」を行いました。

安全安心生活課L224ー5721

昼間の見え方。左から、紺・赤・黄・
白の服を着ています。撮影場所か
らの距離は10ｍ。

暗くなってからの見え方。撮影条
件は左写真と同じです。車のライ
トは下向きです。白や黄の服が良
く見えます。

身体にたすき、両手首にアーム
バンドの反射材を着けていま
す。上向きの車のライトを当て
ています。100ｍ先の人まで、
反射材が光って見えます。

30ｍ

50ｍ

100ｍ
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
申
請

の
受
付
開
始

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

承
認
期
間
は
7
月
か
ら
来
年
6
月
ま
で

　

今
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

申
請（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
）の
受
け
付
け
が
、
7
月
1
日

㈮
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
希
望
す

る
方
は
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
を
持
参
し
、

市
民
課
国
民
年
金
担
当（
本
庁
舎
一
階
）・

出
張
所
・
連
絡
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
年
金
事
務
所
か
ら
審
査
結
果
通
知

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
審
査
を
行
う
た

め
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
23

年
1
月
2
日
以
降
に
川
越
市
に
転
入
し
た

方
は
、
平
成
23
年
度
課
税
証
明
書
ま
た
は

平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

●
全
額
免
除
と
は

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難

し
い
場
合
な
ど
に
、本
人
の
申
請
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

●
一
部
免
除
と
は

　

保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な

る
制
度
で
、
四
分
の
三
免
除
・
半
額
免
除
・

四
分
の
一
免
除
が
あ
り
ま
す
。

免�
除
の
条
件
…
前
年
の
所
得
が
一
定
以

下
、
ま
た
は
平
成
22
年
3
月
31
日
以
降

の
失
業
や
同
年
4
月
1
日
以
降
の
天
災

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
著
し
く
困
難（
申
請
者
・
配
偶
者
・

世
帯
主
が
同
年
3
月
31
日
以
降
に
失
業

し
て
い
る
場
合
は
、
離
職
票
な
ど
退
職

の
事
実
が
分
か
る
公
的
機
関
の
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

＊
一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効
と
な

る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
と
は

　

申
請
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
は
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
申
請
よ
り
も
国
民
年
金
保
険
料
学

生
納
付
特
例
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
平
成
23

年
度
の
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
、
同

23
年
4
月
か
ら
同
24
年
3
月
ま
で
で
す
。

猶�

予
の
条
件
…
30
歳
未
満
で
、
前
年
の
所

得
が
一
定
以
下
、
ま
た
は
平
成
22
年
3

月
31
日
以
降
の
失
業
や
同
年
4
月
1
日

以
降
の
天
災
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難（
申
請
者
・

配
偶
者
が
同
年
3
月
31
日
以
降
に
失
業

し
て
い
る
場
合
は
、
離
職
票
な
ど
退
職

の
事
実
が
分
か
る
公
的
機
関
の
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

翌
年
度
以
降
の
継
続
申
請
を
し
た
方
へ

　

次
の
①
②
に
該
当
す
る
方
は
、
今
年
度

分
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
審

査
の
結
果
通
知
が
年
金
事
務
所
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
若
年
者
納
付
猶
予
に

つ
い
て
は
、
30
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
分

ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昨
年
度
分
に
お
い
て
、
継
続
審
査
に
よ

　

り
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

　

が
引
き
続
き
承
認
さ
れ
た
方

②
昨
年
の
申
請
時
に
翌
年
度
以
降
の
継
続

　

審
査
を
希
望
し
、
昨
年
度
分
で
全
額
免

　

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ

　

れ
た
方

追
納
に
つ
い
て

　

免
除
や
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
十
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
三

年
度
目
以
降
に
納
め
る
場
合
に
は
、
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

6月30日まで
不正大麻・けし撲滅運動期間です

保健総務課L227－5101
　不正栽培・自生している大麻や、植
えてはいけないけしを発見した場合
は、保健所または警察署に連絡してく
ださい。

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

名
称

対
象

発
送
日

問
い
合
わ
せ

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
、

川
越
市
に
居
住
し
、
前
年

に
一
定
の
所
得
が
あ
る
方

6
月
10
日

市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
4
0

市
税
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

市
・
県
民
税（
第
1
期
）

6
月
30
日

収
税
課
収
税
管
理
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
8
6
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公
開
事
業
点
検
を
実
施

政
策
企
画
課
L
2
2
4
‐
5
5
0
3

　

市
の
事
業
の
必
要
性
・
費
用
対
効
果
・

今
後
の
方
向
性
な
ど
を
、
公
開
の
場
で
点

検
人（
市
民
・
外
部
有
識
者
）の
皆
さ
ん
に

議
論
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
事
業
運
営

に
生
か
し
て
い
く
公
開
事
業
点
検
を
行
い

ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で
す
。

日�

時
…
7
月
23
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時

会
場
…
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
事
業
…
十
事
業（
予
定
）

＊
事
業
名
な
ど
は
、
決
定
し
だ
い
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
点
検
人
を
募
集

　

公
開
事
業
点
検
の
実
施
に
あ
た
り
、
市

民
の
目
線
で
議
論
し
て
い
た
だ
く
点
検
人

を
募
集
し
ま
す
。

対�

象
…
市
の
付
属
機
関
の
委
員
で
は
な
い

市
内
在
住
の
成
人
で
、
7
月
に
行
わ
れ

る
説
明
会（
二
時
間
程
度
）と
公
開
事
業

点
検
当
日
に
出
席
で
き
る
方

定
員
…
四
人（
選
考
）

申�

し
込
み
…
政
策
企
画
課（
本
庁
舎
四
階
）

で
配
布
す
る
応
募
書
類
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
応
募
動
機（
四
百
～
六
百
字

程
度
）を
添
え
て
6
月
24
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
〒
3
5
0
︲
8
6
0
1
川
越

市
役
所
政
策
企
画
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

6月23日～29日は、男女共同参画週間

　男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮し、社会のあら

ゆる分野における活動に参画し、かつ、共に責任を担う男女共同参画社会を

実現することは、本市にとっても重要課題の一つです。

　近年、少子高齢化の進行や長引く経済不況等により、私たちの生活や地域

社会はさまざまな影響を受けております。特に、未曽有の被害を生んだ今般

の東日本大震災は、大きな社会不安をもたらしています。

　このように将来に対する不安や閉塞感が強い今日こそ、全ての人が職場や

家庭、地域等あらゆる分野で生き生きと活躍することができる男女共同参画

社会を実現することが重要ではないかと考えます。

　折しも、本年は川越市男女共同参画推進条例を制定して10年、また、かわ

ごえ男女共同参画プラン IV のスタートという節目の年であります。

　私は、政策・方針決定過程に女性がもっと参画することができるよう、今

後とも各種審議会等における女性委員の登用や、女性職員の管理職への登用

推進に努めてまいります。

　また、仕事中心の働き方を見直し、男女が共に子育てや介護、地域活動等

に協力しながら責任を果たしていけるよう「仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）」の促進にも取り組んでまいります。

　しかしながら、男女共同参画社会の実現には行政だけでなく、市民や事業

者の皆様方の協力と実践が大変重要です。

　今後とも、かわごえ男女共同参画プラン IV の将来像である「一人ひとりが

生き生きと暮らせる社会の実現」に向け、より一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。

　平成23年6月
川越市長　川合　善明

男女共同参画週間 市長メッセージ

　平成11年6月23日に男女共同参画社会基本法が施行されたことにちなみ、

国は、毎年6月23日から29日までを「男女共同参画週間」と定めています。

この一週間、全国各地で男女共同参画に関する各種事業が実施されますが、

市では、新たに「市長メッセージ」を発信することにしました。

男女共同参画課L224ー5723
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資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

資
産
税
課
L
2
2
4
‐
5
6
8
4

固
定
資
産
税
減
額
制
度
の
お
知
ら
せ

■
認
定
長
期
優
良
住
宅

　

次
の
要
件
を
満
た
し
た
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
当
該
住
宅
の
固
定
資
産
税

（
百
二
十
㎡
を
限
度
）を
二
分
の
一
減
額
し

ま
す
。
減
額
期
間
は
、
三
階
建
て
以
上
の

耐
火
・
準
耐
火
住
宅
は
新
築
後
七
年
間
、

そ
の
他
の
住
宅
は
新
築
後
五
年
間
で
す
。

要�

件
…
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
認
定
長
期

優
良
住
宅
▼
平
成
21
年
6
月
4
日
か
ら

同
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
▼
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

五
十
㎡
以
上（
一
戸
建
以
外
の
賃
貸
住

宅
の
場
合
は
四
十
㎡
以
上
）二
百
八
十

㎡
以
下
▼
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
当
該

家
屋
の
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上

＊
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
要
件
に
つ
い
て

は
、
建
築
指
導
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

必�

要
書
類
…
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
申
告
書
▼
認
定
通

知
書
の
写
し

申�

請
期
間
…
新
築
し
た
年
の
翌
年
1
月
31

日
ま
で
に
申
請

■
家
屋
改
修

　

次
の
①
～
③
の
家
屋
改
修
を
行
い
、
要

件
を
満
た
し
た
場
合
、
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

　

一
戸
に
つ
き
、
同
一
の
減
額
措
置
の
適

用
は
一
回
で
す
。
工
事
完
了
後
、
原
則
三

か
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
①
②

は
同
時
に
受
け
付
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
百
㎡
を
限
度
）を
三
分
の
一
減
額
。

対�

象
と
な
る
工
事
…
廊
下
の
拡
幅
、
階
段

の
こ
う
配
緩
和
、
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改

良
、
手
す
り
の
設
置
、
屋
内
の
段
差
解

消
、
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、
床
表
面

の
滑
り
止
め
化

要�
件
…
①
65
歳
以
上
、
②
介
護
保
険
で
要

介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
る
、
③
障
害

者
、
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い

る
▼
平
成
19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）で
、

同
19
年
4
月
1
日
か
ら
同
25
年
3
月
31

日
ま
で
に
完
了
の
工
事
▼
対
象
部
分
の

工
事
費
の
自
己
負
担
額
が
三
十
万
円
以

上
必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
工
事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る

も
の
）▼
領
収
書
の
写
し
▼
工
事
個
所

の
写
真
▼
補
助
金
等
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
交
付
決
定
通
知
等
の
補
助
額

が
分
か
る
書
類
▼
要
介
護
等
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
▼
障
害
者
の
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
写
し

②
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
百
二
十
㎡
を
限
度
）を
三
分
の
一
減
額
。

対�

象
と
な
る
工
事
…
窓（
必
須
）お
よ
び

床
・
天
井
・
壁
の
断
熱

要�

件
…
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）で
、

同
20
年
4
月
1
日
か
ら
同
25
年
3
月
31

日
ま
で
に
完
了
の
工
事
▼
対
象
部
分
の

工
事
費
が
三
十
万
円
以
上

必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
工
事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る

も
の
）▼
領
収
書
の
写
し
▼
建
築
士
、

指
定
検
査
機
関
等
の
発
行
し
た
証
明
書

③
耐
震
改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
百
二
十
㎡
を
限
度
）を
、
平
成
22
年
か
ら

同
24
年
ま
で
に
完
了
し
た
も
の
は
二
年

間
・
二
分
の
一
減
額
、
同
25
年
か
ら
同
27

年
ま
で
に
完
了
し
た
も
の
は
一
年
間
・
二

分
の
一
減
額
。

対�

象
と
な
る
工
事
…
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
す
る
た
め
の
改
修
工
事

要�

件
…
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
で
、
平
成
18
年
か
ら
同
27

年
ま
で
に
対
象
工
事
が
完
了
▼
対
象
部

分
の
工
事
費
が
三
十
万
円
以
上

必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
工
事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る

も
の
）▼
領
収
書
の
写
し
▼
建
築
士
、

指
定
検
査
機
関
等
の
発
行
し
た
証
明

書
、
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

が
発
行
し
た
住
宅
性
能
評
価
書
の
写
し

家
屋
取
り
壊
し
の
際
は
届
け
出
を

　

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
す
る
建
物
に
か
か
り
ま
す
。
年

内
に
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度
か
ら
そ

の
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
か
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　

登
記
済
み
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

L
2
4
3
︲
3
8
2
4
に
滅
失
登
記
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐
車
場
な

ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地
の
固
定
資
産
税

が
増
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

増
築
工
事
で
も
確
認
申
請
を

建
築
指
導
課
L
2
2
4
‐
5
9
7
4

　

部
屋
を
増
や
す
な
ど
の
増
築
工
事
は
、

建
築
確
認
が
必
要
で
す
。
敷
地
内
に
別
棟

な
ど
を
建
築
す
る
場
合
も
増
築
工
事
に
該

当
し
、
建
築
確
認
が
必
要
で
す
。

　

工
事
の
施
工
者
は
、
法
令
に
基
づ
き
確

認
を
受
け
た
旨
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

防
火
・
準
防
火
地
域
以
外
の
区
域
で
十

㎡
以
内
の
増
築
工
事
な
ど
、
建
築
確
認
が

不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
絵
本
や
読
み

物
、
知
識
の
本
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
。
子
供
た
ち
に
本
の
面
白
さ
を
伝
え

る
取
り
組
み
で
す
。
図
書
館
で
は
、
市
内
の
小
学

3
年
生
を
訪
問
し
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
紹
介
す
る
テ
ー
マ

や
本
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
の
う
ち
の
一

冊
に
「
鳥
の
な
き
声

ず
か
ん
」（
藪や

ぶ

内う
ち

正ま
さ

幸ゆ
き

／
ぶ
ん
・
え
　
篠し

の

原は
ら

栄え
い

太た

／
も
じ
　
佐さ

藤と
う

聡そ
う

明め
い

／
お
と
　
福
音
館
書
店
）が
あ
り
ま
す
。
こ
の

本
で
は
、
写
真
と
見
間
違
う
ほ
ど
丁
寧
に
描
か
れ

た
鳥
の
絵
と
と
も
に
、
鳥
の
鳴
き
声
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
表
し
た
か
の
よ
う
な
字
体
で
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
紙
の
裏
側
と
巻
末
に
は
鳴
き
声
の

楽
譜
と
詳
し
い
解
説
も
付
い
て
い
て
、「
実
際
に

鳴
き
声
を
聞
い
て
み
た
ら
ど
ん
な
だ
ろ
う
」
と
想

像
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
こ
の
本
を
紹
介
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
、「
こ

の
鳥
は
家
で
も
飼
っ
て
い
る
よ
」、「
鳥
の
絵
は
写

真
だ
と
思
っ
た
」、「
鳴
き
声
の
楽
譜
を
も
っ
と
よ

く
見
て
み
た
い
」
と
興
味
津
々
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

が
終
わ
り
、
教
室
を
出
る
と
き
、「
も
う
終
わ
り

な
の
？
」、「
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
来
て
ね
！
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
る
子
供
た
ち
。
あ
な
た
も
図
書

館
で
面
白
い
本
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

先人の知恵に学ぶ
環境政策課
L224−5866楽しみながら涼を求める

政
策
企
画
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
3

中
央
図
書
館

L
2
2
2
︲
0
5
5
9

本
の
面
白
さ
を
感
じ

て
み
よ
う

BOOK
NAVI

「
ま
ち
」
が
変
わ
る
!?
　
自
治
基
本
条
例
③

　
自
治
基
本
条
例
の
目
的
は
、
参
加
と
協
働
に
基

づ
く
、
自
治
体
と
市
民
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る

こ
と
で
す
。
で
も
そ
れ
を
達
成
で
き
る
の
は
、
自

治
基
本
条
例
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
市
の
策
定

す
る
総
合
計
画
な
ど
で
「
参
加
と
協
働
」
の
仕
組

み
は
実
現
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
え
て
自
治
基
本
条
例
と
す
る
理
由
は
何
か
、

最
終
的
に
達
成
さ
れ
る
市
の
姿
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
最
初
に
必
要
で
す
。
誰
の
た
め
の
、
何
の
た

め
の
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
外
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
条
例
は
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
影
響
を
受

け
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
価
値
あ
る
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を
通
じ
て
、
市
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
直
し
、
住
民
自
治
を
拡
充
す
る
。

制
定
後
は
、
よ
り
現
代
的
な
課
題
を
市
民
と
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
て
解
決
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
作
る
価
値
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
尚
美
学
園
大
学
准
教
授
・
真ま

下し
た

英え
い

二じ

さ
ん
に
よ
る「
自
治
基
本
条
例
連
続
講
座
」
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　夏は電力需要が最も多い季節です。春・秋と比
べると約50％も増えます。電力の供給不足が心
配される今年の夏、電力の消費を抑えて快適に過
ごす工夫をしましょう。
●窓際やベランダにすだ
れを下げたり、よしずを立
てかけたりして、日差しを
遮りましょう。その際、霧
吹きで表面を湿らすと涼
しさが増します。
●アサガオやゴーヤなどのつる性植物で、みどり
のカーテンを作りましょう。日差しを遮るだけで
なく、葉の中の水分が外に排出される蒸散作用で
周囲の温度を下げてくれます。
●庭やベンランダに打ち水をしましょう。朝夕の

日が高くない時間帯にまくのが効果的です。風呂
の残り湯を使うと水を節約できます
●旬の野菜・果物
を食べましょう。
キュウリ・ナス・
トマト・ピーマン・
ニラ・オクラ・ト
ウモロコシ・スイ
カなどの夏野菜には水分やビタミン類が多く含ま
れているため、体を冷やす効果や、夏バテ防止の
効果があります。
●窓際に風鈴をつるしましょう。涼しげな音色に
心地よさを感じリラックスできます。
　日ごろの節電に加え、さまざまな先人の知恵と
工夫に学び、暑い夏を乗り切りましょう。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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国
境
を
越
え
て
③

高
階
中
学
校
三
年

　

私
は
変
わ
ろ
う
と
思
う
。
ど
ん
な
国
の

人
と
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
接
し
て
い

け
る
よ
う
に
。
人
を
先
入
観
だ
け
で
判
断

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
。
こ
れ
は
、
決

し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。「
外

国
人
」
で
は
な
く
、「
一
人
の
人
間
」
と

し
て
人
を
見
れ
ば
い
い
。
実
際
、
国
と
い

う
の
は
一
人
一
人
の
人
間
が
集
ま
っ
て
で

き
た
も
の
だ
。
ち
ょ
っ
と
考
え
方
、
見
方

を
変
え
る
だ
け
で
、
大
き
く
世
界
は
変
わ

る
は
ず
だ
。

　

ま
ず
は
、
身
近
な
世
界
の
見
方
を
変
え

て
い
こ
う
。
学
校
、
ク
ラ
ス
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
中

で
、
あ
な
た
は
一
度
も
偏
見
で
人
を
と
ら

え
た
こ
と
な
ど
な
い
、
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
だ
ろ
う
か
。「
あ
の
人
は
、
こ
う
い

う
格
好
を
し
て
い
る
か
ら
、
き
っ
と
こ
う

い
う
人
だ
ろ
う
」
そ
う
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
誰
だ
っ
て
一
度
は
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
考
え
方
を
な
く
す
た
め

に
、
人
を
外
見
だ
け
で
判
断
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
だ
。

自
分
の
中
で
、
少
し
意
識
す
れ
ば
何
か
が

変
わ
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑬

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
つ
か
国
境

を
越
え
て
、
た

く
さ
ん
の
人
が

手
と
手
を
取
り

合
い
、
笑
っ
て

暮
ら
し
て
い
け

る
世
界
に
な
る

と
私
は
信
じ
て

い
る
。「
心
の
国
境
」
は
一
人
一
人
の
少

し
の
努
力
で
、
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。

（
終
わ
り
）

　いま、ロバート・D・パットナム著の「孤独なボウリング」
という本を読んでいるところです。新聞の広告に載ってい
た「米国コミュニティの崩壊と再生」という副題が目にと
まり、読んでみたいと思いました。副題にあるような問題
は、少子化・高齢化が進む日本にとって大きな課題であり、
川越も例外ではないと感じたからです。
　昭和40年代に市内で建てられた住宅団地は、高齢化が
急速に進んでいます。川越では昭和52年に約28％だった
14歳までの年少者人口比率は、平成23年5月には約13％
に減少しました。一方、65歳以上の高齢者人口比率は約
5％から約21％へ、4倍以上も増えています。これは全国
的にも同様で、日本全体で高齢化が進んでいます。
　高齢化の進行と同じ時期に増えてきたのが、郊外の大型
スーパーです。この影響もあり、市街地の八百屋・肉屋な
どの小売店が無くなり、中小スーパーも撤退しました。そ
の結果、高齢者の中には食料品など生活必需品の買い物が
困難になる、いわゆる「買い物難民」が発生するようにな
りました。また「無縁社会」「孤独死」といった言葉もマス
コミの中で日常的に出てくる時代になりつつあります。
　核家族化・少子化・高齢化や買い物難民といった社会問
題は、戦後、日本が家族主義から個人主義化したことも原
因の一つであると、私は推測しています。「個人主義」の
先進国といわれる米国や英国は、同じような問題を経験し
たのでしょうか？　経験したとすればどのように克服した
のか、あるいは克服できていないのでしょうか？
　読み終わっていないため、「孤独なボウリング」が、こ
の疑問に答えてくれるかどうかは分かりません。少子化・
高齢化対策は、市の重要な施策の1つであり、解決してい
かなければならない問題でもあります。市民の皆様の中で、
米国・英国の市民生活や社会状況についてご存知の方はぜ
ひ教えてください。今後の施策のヒントがそこにあるかも
しれませんので……。

⑫少子化・高齢化
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芳野台野球場

市民グランド

かほく運動公園

高階南公共広場

南部地域公共広場

笠幡公園

高階運動広場

スポーツパーク福原

ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
公
園
で

元
気
に
遊
ぼ
う
！

　
若
葉
の
緑
が
日
々
深
み
を
増
す
こ
の
季
節
。

天
気
が
良
い
日
、
体
を
動
か
す
と
気
持
ち
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
無
料
で
利

用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　

ブ
ラ
ン
コ
や
砂
場
が
あ
る
小
さ
な
公

園
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
し

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊
ん
で
ね
。

申し込み…公園管理事務所L222－1301

宮元町▶野球場2面宮元町▶野球場2面

申し込み…福原出張所L243－4015

今福▶多目的広場2面今福▶多目的広場2面

芳野台1丁目▶野球場2面芳野台1丁目▶野球場2面

申し込み…公園管理事務所L222－1301

申し込み…高階出張所L242－0600

申し込み…霞ケ関北公民館L231－4455

霞ケ関北6丁目　
▶多目的広場1面
霞ケ関北6丁目　
▶多目的広場1面

申し込み…高階出張所L242－0600

申し込み…高階出張所L242－0600

砂新田▶多目的広場2面砂新田▶多目的広場2面

申し込み…上戸緑地管理詰所L231－6401

川鶴2丁目▶野球場1面川鶴2丁目▶野球場1面

バックネット・ホームベースな

学校帰りの子供たちに人気の広

ど野球設備が充実。周辺

場。サッカーや鬼ごっこ

の木陰や、きれい

をする元気な声が

な芝生も魅力

広場内に響き

です。

ます。

楽しむ皆さんで、にぎわいます。

トゴールも設置してあります。

土・日曜日などは野球を

遊んだり……。バスケッ

に近いのが魅力。

り隣にある遊具で

地と市中心部

サッカーした

広い敷

広場で

4月に開設されたばかりの公

グラウンドゴルフを楽しむ皆さ

園。高く見える空の下で

んに人気。年齢を感じさ

ボール遊びを楽し

せないプレーに、

むことができ

歓声が上がり

ます。

ます。

午後は子供たちの遊び場です。

あり、子供の姿が絶えません。

した休憩場所に。平日の

小さな子も遊べる遊具も

えられ、ちょっと

公園。すぐ脇には

数本の木が植

備を整備した

中央に

野球設

砂▶ソフトボール場1面
　　多目的広場1面
砂▶ソフトボール場1面
　　多目的広場1面砂久保▶多目的広場2面砂久保▶多目的広場2面
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　強風が吹き荒れた5月1日、埼玉スタジアム

2002で「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」が行

われました。40品のＢ級グルメが熱戦を繰り広

げる中、川越代表として出場したのは「太麺焼き

そば」。「こんなに太い焼きそば初めて食べた」「麺

がもちもちしておいしい」と評判も上々でした。

　4月25日、チリ共和国のパトリシオ ･ トーレ

ス駐日大使が川越を訪れました。「江戸の文化を

感じさせる町並みを保存・継承しているのがすば

らしいです。とても魅力的なまちですね」と、一

番街などを散策したトーレス大使。自らカメラを

構え、蔵造りの町並みを何枚も撮影していました。

　

震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
春
ま
つ

り
。
そ
の
中
で
雀
会
は
、
予
定
通
り
5
月

3
日
・
4
日
に
連
雀
町
・
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

の
山

車
展
示
と
居
囃
子
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
日
を
追
う
に
つ
れ
て
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
被
害
。「
み
ん
な『
何
か
で
き
な
い

か
』
っ
て
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
雀
会

会
長
の
髙た

か

橋は
し

明あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

4
月
14
日
、髙
橋
さ
ん
は
観
光
課
に「
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
風
評
被
害
に
苦
し

む
福
島
産
の
野
菜
を
直
売
で
き
な
い
か
」

と
相
談
し
ま
す
。
同
課
は
埼
玉
川
越
総
合

地
方
卸
売
市
場
に
協
力
を
依
頼
。
同
市
場

の
卸
売
業
者
川
越
ベ
ジ
フ
ル
㈱
が
販
売
を

支
援
し
、
5
月
3
日
に
茨
城
県
と
福
島
県

の
野
菜
を
直
売
す
る
こ
と
に
。
テ
ン
ト
や

机
を
提
供
す
る
な
ど
地
元
自
治
会
や
商
店

街
な
ど
の
協
力
も
あ
り
、
発
案
か
ら
三
週

間
足
ら
ず
で
思
い
は
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

J
A
全
農
福
島
の
東と

う

瀬せ

英え
い

治じ

さ
ん
は

「
出
荷
す
る
全
て
の
品
目
を
、
週
一
回
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
検
査
す
る
体
制
で

す
。
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
も
の
は
全
て

安
全
な
の
で
、
福
島
の
野
菜
を
食
べ
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」。
J
A
茨
城

か
す
み
の
宮み

や

本も
と

英ひ
で

紀の
り

さ
ん
は
「
地
元
直
売

所
で
販
売
す
る
予
定
の
も
の
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん『
普
通
に
』買
っ
て
く
れ

る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」。

　

多
く
の
人
が
リ
レ
ー
し
た
「
何
か
で
き

な
い
か
」
と
い
う
気
持
ち
。
長
期
間
の
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
形
に
し

て
届
け
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
気
持
ち

の
リ
レ
ー
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介

気
持
ち
の
リ
レ
ー
が
形
に
な
っ
た
日

チリ駐日大使が川越に 「太く」て「もちもち」

Ｚひと　まち
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て
情
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ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち



　

荒
川
低
地
と
入
間
台

地
・
武
蔵
野
台
地
が
接
す

る
た
め
、
か
つ
て
は
、

百
五
十
六
か
所
も
の
湧
き

水
が
あ
っ
た
川
越
。
し
か

し
、
現
在
は
地
表
が
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
覆
わ
れ
た
た
め
、
市

内
で
確
認
で
き
る
湧
き
水

は
二
十
六
か
所
で
す
。
地
中
か
ら
湧

き
出
る
様
子
は
、
神
秘
的
で
人
々
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

名
細
小
学
校
隣
の
八
幡
神
社
に
あ

る
湧
き
水
。
昔
、
周
辺
は
水
田
が
多

く
、
こ
の
湧
き
水
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
く
で
田

植
え
を
し
て
い
た
人
は
「
道
路
工
事
を
し
た
と
き
に
し
ば

ら
く
水
が
途
絶
え
た
け
ど
、
昔
か
ら
水
量
は
変
わ
ら
な
い

よ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

時
が
流
れ
、
周
囲
に
家
や

道
路
が
で
き
て
も
、
変
わ
ら

ぬ
風
景
を
作
り
出
す
湧
き

水
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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川
越
の
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き
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名細市民
　センター 名細小

小畔川

八幡神社

メルト

こんこんと湧き出る水は、1日に約
180㎥。2日で小学校のプールがい
っぱいになります

　世界最古の農作物のひとつ
で、原産地は北アフリカからカ
スピ海沿岸などといわれていま

す。5月か
ら6月が旬
で、初夏の
青空に向か
ってまっす
ぐに伸びる

ので「空
そら

豆
まめ

」という名前が付け
られたそうです。また、さやが
蚕
かいこ

の作る繭
まゆ

に似ているので「蚕
そら

豆
まめ

」とも書きます。
　タンパク質、糖質、ビタミ
ンB1、B2、Cなどのほか、カ
リウム、鉄、銅などのミネラル
類も含まれています。完熟した
ものは煮豆や甘納豆などに使わ
れますが、未熟な豆を塩ゆでに
するのが一般的。空気に触れる
と鮮度が落ちるので、さやから
出したら、すぐにゆでましょ
う。市内でも栽培されていて、
一部は農産物直売所に出荷され
ています。「連作ができないの

で毎年場所を変えて栽培してい
ます。収穫時期を見極める難さ
がありますね。子供が好きなの
で栽培しています。」と、さや

が長く実が大きい「一寸そら豆」
を栽培する吉

よし

沢
ざわ

秀
ひで

和
かず

さん（43歳・
中福）。
　見た目も迫力があり、おつま
みにもおいしいそら豆。この夏、
是非召し上がりませんか。

大きなさやに豆が３～４個入っています

15

そら豆

上に向いたさやが、
豆の重みで下を向く
と食べごろ

農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問
　
名な

細
ぐ
わ
し

小
学
校
隣
の
湧
き
水
が
出
て
い
る
神
社
名
は
？

　
①
稲
荷
　
　
②
八
幡
　
　
③
尾
崎
　
　
④
三
芳
野

答
え
②

表紙の写真 編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

表
紙
撮
影
に
行
っ
た
と
き
の

こ
と
。
ひ
ょ
う
た
ん
型
の

池
に
は
噴
水
が
二
つ
。
広
が
る
水

し
ぶ
き
が
、
ま
る
で
ア
サ
ガ
オ
の

花
び
ら
の
よ
う
で
す
。
電
気
の
無

駄
遣
い
で
は
？
と
思
い
ま
し
た

が
、
実
は
こ
の
噴
水
、
池
の
水
を

空
気
に
触
れ
さ
せ
、
循
環
さ
せ
る

こ
と
で
、
赤
潮
の
発
生
を
予
防
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
心
地
よ

い
風
が
…
…
。
噴
水
を
抜
け
る
風

は
天
然
の
ク
ー
ラ
ー
。
散
歩
し
て

い
る
人
た
ち
は
、
ひ
と
時
の
涼
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

御
伊
勢
塚
公
園
に
あ
る
噴
水
の

水
音
に
誘
わ
れ
た
よ
う
に
、
女

の
子
を
抱
い
た
お
母
さ
ん
と
男

の
子
が
歩
い
て
き
ま
し
た
。


